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国国;
|平成11年度富山県予算スタート l 

1 .県民ニーズに応えるために
緬祉、被膏、文化、環損などのソフト事績にきめ細かく配慮しました。

富山県の財政は、県税収入の落ち込みなどにより極めて厳しい状況にあります。

その一方で、県民の福他・健康づくり、教育や文化の振興、景気対策など、取り組むべき謀題は山積しています。

富山県の平成11年度予算は、一般会計で6，176億円。

財政の健全化に取り組む一方、県民ニーズに応える施策や

21世紀に向けた富山県の発展基盤づくりを積極的に進める内容となっていますo

介護保険制度の導入に向けた高齢者福祉の充実に努め

るとともに、高齢者-障害者をはじめすべての県民が

安全 ・快適に生活できるよう 「福祉のまちづくりJを
進めます。また、 11月には、福祉団体の活動や人材養

成の拠点となる総合福祉会館がオープンします。

地域とも連携しながら、子どもたちの個性や豊かな心

を育てる教育を進めます。また、水墨画を中心とした

日本文化の美を紹介する富山県水墨美術館が 4月29日

にオープンします。 さらに 7月には県立図書館がリニ

ューアルオープン。開館時間が 1時間延長(平日午後7

時まで、土日午後5時まで)されるなど便利になります。 )内は構成比]

教育費

124，345(20.1 %) 

[単位/百万円、(

土木費

120，791 
(19.6%) 

構成比をみると、民生・衛生費は国際健康プラザの建設

終了に伴い前年度(10.7%)より0.6%減っていますが、そ

れでも10.1%を確保しています。また公債費については、

県債の繰上償還を行うことから前年度(12.7%)より2.0%

増の14.7%となっています。
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27，829(4.4%) 

議会・総務費

35，399(5.7%)， 
民生・衛生費

62，108 
(10.1%) 

島林

水産灘費

73，222 
~11.9") 

一般会計予算6，176億円の内訊

地方交付税

176，7∞ 
(28.6%) 

使用料及び手数料

14，266(2.3%) 

繰入金

!;♂コ

-介護保険制度導入に向けた準備・・・・・・・…......・H ・・…7，240万円

・特別養護老人ホーム、

デイサービスセンタ一等の整備...・ H ・.....・ H ・..15憶に502万円

・在宅福祉サービスの充実

(ホームヘルパーの増員など)…....・H ・....・H ・...18億6，297万円

・バリアフリーモデル住宅の建設...・H ・H ・H ・.....・H ・..2，298万円

・高齢者・陣害者等の住宅改善への補助…....・H ・-…6，000万円
・総合福祉会館の開館、運営....・H ・.....・H ・...…H ・H ・.7，302万円

-社会に学ぶ f14歳の挑戦J事業 (中学校2年生について
授業を1週間停止し、校外体験活動を実施)...・H ・"1，006万円
・生徒指導支援スタ ッフ(カウンセリング等の専門家)

の学校への派遣'"・H ・H ・H ・..……...・H ・......・H ・..…… 345万円

・県立学校におけるインターネットを活用した

教育の推進…..，・H ・.....・H ・...・H ・.....・H ・H ・H ・...・H ・..3，216万円

・水墨美術館の開館・運営…....・H ・'"・H ・.....・H ・.2憶4，294万円

・県立図書館に情報プラザを新設

(貴重本などを電子化して公開)...・H ・..…H ・H ・...・H ・.985万円

県税

120，077 
(19.4%) 

構成比をみると、県税が前年度 (23.7%)より4.3%、減の

19.4%に落ち込む一方、地方交付税は前年度(24.0%)よ

り4.6%増の28.6%となっています。また県債については、

新規発行額を抑制した結果、前年度(13.9%)より1.3%減

の12.6%となっています。
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(用語の説明)

教育費
学校教育やスポーツ文化の振興などに使います。

土木費
道路や橋、公園などをつくるために使います。

公債費
県の借入金である県慣を返清するために使います。

農林水産業貨
農業や林業・水産業などの振興のために使います。
民生・衛生費
福祉の向上や健康づくりのために使います0

・商工・労働貨
商工業の振興、観光のPR、雇用の安定などのために使います。
強会・総務費
議会の運営や、県の将来計画、広報、市町村の支援などのた

めに{吏います。
警察費

交通事故の防止や、皆さんの生命・財産を守るために使います。

(用語の説明)

地方交付税
国税である所得税・法人税などの一部が、一定の基準により固

から交付されるもので、使い方は県が決めます。
県税
県民の皆さんが県に収めてし喝税金のことで、県民税・事

不動産取得税・自動車税などがあります。
国庫支出金
公共事業や小中学校教職員の給与などの財源に充てるため、

固から交付されるお金です。
県債
道路や橋の建設など、その効果が将来に忍ぶ事業の財源として、

県が国・金融機関などから借り入れるお金です。

繰入金
過去に積み立てた基金(貯金に相当するもの)を取り崩したお

金です。
.使用料・手数料
体育館・文化ホールなどの使用料、県立高校や県立大学の揮

業料、保健所の検査手数料などです。

税-

労働相談や公共職業訓練を充実するなど雇用対策に努

めるとともに、産業の活性化や中小企業支援などに取

り組みます。 また公共事業等の建設事業についても大

1の 2月補正予算とあわせて景気対策に十分配慮、し、

渋滞解消のための交差点改良など県民生活に密着した

社会資本の整備を進めます。

E温~重量醤

・離転職者等を対象とした公共職業訓練の充実、

民間への委託訓練の実施...・H ・...…...・H ・....・H ・-… 2，934万円

・中高年齢者の再就職や定年後の

継続雇用の促進対策……....・H ・H ・H ・...・H ・....・H ・...1，087万円

・新事業創出のためのプラットフォーム (研究開発から

事業化までの総合的支援体制)の整備・ H ・H ・..……8，050万円
・ベンチャー企業に対するリース制度の創設…・1憶5，000万円
・とやま総合デザインセンターの開館・運営….2憶5，148万円

・中心市街地の商業活性化対策....・ H ・'"・ H ・.....12憶6，408万円

ごみ処理広域化計画に基づくごみ処理施設の整備に助

成するなどダイオキシン類の排出抑制に努めるほか、

新たに県内主要河川で環境ホルモンの実態調査を実施

します。 また、立山の自然環境を守るため昨年度に引

き続きアルペンルー トへの低公害ハイブリッドパス導

入に助成するほか、地球環境問題についての普及啓発

に努めます。

-広域圏が新設・更新するごみ処理施設への補助…5，830万円
・ダイオキシン類環境調査….....・H ・....・H ・-…...・H ・-… 870万円

・主要河川での環境ホルモン濃度測定...・ H ・...・ H ・..…・ 237万円

・アルペンルートへの低公害ハイブリッドパスの

導入補助…・・・・・・・・・H ・H ・・・・…・・・・・・・・…・・…・・・・・・・・…・・・1，207万円

・環境にやさしい植物「ケナフJを活用した
環境啓発、体験学習...・H ・...・H ・H ・H ・..…H ・H ・....・H ・...190万円

。
このほか、富山大橋の架け替え準備の推進、高岡市における公共交通活性化計画策定への助成など、地域交通対策にも取り組みます。

。



11. 21世記の県づくりのために
環日本海施績や主聾プロジェクトを温めるとともに、閉るい子どもや元気な高働省の活置を応錨します.
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「県民誰もが住みたい県Jをめざし、平成13年度(仰1年)
からの県づくりの指針となる、新しい総合計画の策定

に着手します。

未来への可能性を秘めた子どもたちが能力を発揮し、

また人生の経験を積んだ高齢者が生きがいを持って元

気に活躍できるようにするなど「人づくりJのための
施策を進め、老若男女一人ひとりがいきいきと輝き、

活気あふれる富山県の創造をめざします。

E・E・-屋ヨ，，':11
・12歳立山夢登山事業
(小学6年生80人が立山で夢会識を行う)....・H ・..…・ 200万円

・子どもとやま県輪会の開催…...・H ・.....・H ・H ・H ・..…・・150万円

・「私たちのこと、もっと知ってリ事業

(子どもや子育てについての意見を募り、
地域社会全体で子育てを考える)...・H ・.....・H ・....・H ・100万円

・元気高齢者活動促進事業(高齢者のヘルパー活動や老人クラ

ブによる独居老人訪問活動などに助成)…… H ・H ・.1，460万円

・子どもと高齢者等とのふれあい事業
(学校や公民館などで、ふれあい活動を実施)・・H ・H ・.500万円

・200X年県民が燃えるプログラム事業の支援・H ・H ・'1，646万円

(財)環日本海環境協力センターを拡充強化するなど環

日本海地域の環境協力を進めるとともに、 N主AR21(北
東アジア経済交流政均)の開催など経済交流の促進

を図ります。また、中国・ロシア・韓国の子どもたち

と富山県の子どもたちが地域間交流などについて話し

合う、環日本海子どもサミットを開催します。

E~・E羽島司

・(財)環日本海環境協力センター
に対する支援…...・H ・.....・H ・-…...・H ・....・H ・..…2億2，173万円

・北東アジア地域自治体連合事務局としての活動

(事務局の運営、実務委員会の開催など)… H ・H ・'''5，641万円
・NEAR21(北東アジア経済交流EXPO)の開催…..8，120万円

・環日本海子どもサミットの開催...・H ・...・H ・.....・H ・..・ 500万円

E-町 酒量調畢・4・
・具体的なテーマごとの研究会の開催...・H ・....・H ・...4，715万円
・県民からの意見募集...・H ・...・H ・..…...・H ・-…....・H ・...867万円

-事務業務の見直し
徹底した事務事業の見直しを行い、経費節減に努めました。今回見直

した事業件数は、 全事業数の約15%に相当する369件、経費節減効果
は約12億6，100万円となっています。

皿.財政の健全化のために
....の見直しゃ公債費財貨により纏賓館誠に努めます.
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づ
く
り北陸新幹線の既着工区間の建設促進を図るとともに、

未着工区間の早期着工などを働きかけていきます。

また、富山空港の機能拡充のための再整備に着手する

ほか、北陸自動車道の4車線化、東海北陸自動車道・

能越自動車道の建設促進など、富山県の発展基盤とな

る高速交通体系の充実に努めます。

ケーブルテレビ施設整備への支援をはじめとする情報

化施策や、全県域公園化構想、全県城下水道化構想、な

どの主要プロジェクトを着実に進めます。

また、県民の総合的な健康づくりの拠点となる国際健

康プラザが 7月にオープンします。

県鋼

園地
県債と公債費の推移

.公債費対策

① 県債発行の抑制

県の借入金である県債の新規発行を極力抑制しました。また、新たに

発行する場合も、将来返済するお金の一部が地方交付税として固から

交付される有利な県債の活用に努めています。

平成11年度予算における県債の額は、 一般会計で777億2，200万円、前
年度と比べて約80億円の減少となっています。

② 高利な県債の繰上償還

金利が高いときに借りた県債のうち74億円を繰上償還(期限前に返済
すること)します。 このため、平成11年度一般会計予算の歳出全体に

占める公債費(借入金の返済)の割合は前年度より 2%高い14.7%と
なっていますが、そのかわり来年度以降の利子の支払いが減少し、約

21億円の負担軽減となります。

。

Eヨ~・E司昏曇

・北陸新幹線の建設促進・....................・・・・・・・・・34億7，483万円

・富山空港の拡充整備・…………………・・・……..38億1，∞0万円
・高速道路の建設促進…・…・…...・H ・......・H ・..…・・4億7，935万円
・伏木富山港の改良整備・………………………・・13億1，300万円

-E・E・E雪量重量
・ケーブルテレビの放送区域拡張
に対する支援・・・・…・・・…・・・…・H ・H ・.....・H ・....・H ・2億6，274万円

・散居村の環境保全・復元の基本計画策定………・.2，100万円
・下水道未整備地域における合併処理浄化槽整備
に対する補助……...・H ・..……...・H ・.....・H ・.....・H ・.6，469万円

・国際健康プラザの開館・運営…...・ H ・-…...・ H ・.4憧4，338万円
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冬季大会を来年2月に開催するとともに、夏季・秋
大会のリハーサル大会に補助するなど、 2000年とやま
国体が感動あふれるモデル国体となるよう準備を進め

ます。また、きらりんびっく富山についても開催準備

を進めます。

E~司島週

・冬季大会の開催...・H ・H ・H ・..…...・H ・..……...・H ・"8億510万円

・夏季・秋季大会のリハーサル大会の開催補助… 5億977万円

・市町村の競技会場整備への補助・…H ・H ・...・H ・'5憶8，900万円
・きらりんびっく富山の開催準備...・H ・H ・H ・..… 2憧3，396万円
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富山県水墨美術館
近代水墨画の流れを紹介する全国的にもユニークな美術館、

富山県水墨美術館が4月29日にオープンします。
-常段展示「近代水墨画の系措J
横山大観、益白峯量、前回議66など、近代の代表
的な作家の水墨画を展示します。

・常設展示 「下保昭作品室」

現在、日本の画壇で最も注目されている本県出身

の日本画家、下保昭の水墨作品を展示します。

・展示室1、展示室2
多彩な日本文化の美を鑑賞できるよう、日本画、

染織、陶芸などの企画展を開催します。

・映像ホール

オリジナルハイビジョン映像「水墨画への誘いJ
と「近代水墨画の創造J(上映時間各20分)等を上
映します。 ゐうか

・ミ ュージアムショップ「風花j

オリジナル絵ハガキや複製画など素敵なグッズが

そろっています。

・喫茶 「北斗J
広い中庭を眺めながらくつろげます。コーヒーや、

四季折々の食材を用いた和食を用意しています。

・茶室 [墨光庵」

卦t~躍が設けられ 、 静寂の空間でお茶 (有料) を楽
しめます。

警穆塾無鮒料ス吋
展示室は有料ですが、その他の区域 (映像ホール・

図書室など)は入館料のいらないフリースペースに

なっています。また喫茶「北斗Jや茶室「星光庵jを
刺用する場合も入館料は必要ありません。

皆さんの「憩いの場Jとして、どうぞお気軽にご利
用く ださい。

機
山
大
観
「
雨
後
之
山
」

中庭

じコ節分が有料スペースです。

， ... 

竹
内
情
鳳
「
雪
中
孤
鹿

雨
中
曳
牛
」

日
本
人
の

美
意
識
に
ふ
れ
る

日
本
に
は
、
長
い
伝
統
の
な
か
で

「優

美
」
「
幽
玄
」
「
わ
び

・
さ
び
」
な
ど
独
特

の
美
意
識
が
育
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
墨
の

濃
淡
に
よ

っ
て
高

い
精
神
性
を
表
現
す
る

水
墨
画
は
、
そ
れ
が
最
も
如
実
に
現
れ
た

も
の
の

一
つ
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
美
意
識

は、

生
活
様
式
の
変
化
に
伴

っ
て
、
い
ま

急
速
に
失
わ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

富
山
県
水
墨
美
術
館
は
、
本
墨
画
を
は

じ
め
と
す
る
日
本
文
化
の
美
と
語
ら
う
こ

と
に
よ

っ
て
、
日
本
人
の
美
意
識
を
再
確

認
す
る

「や
す
ら
ぎ
の
場
」
と
し
て
四
月
二

十
九
日

(祝
)
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

日
本
の

伝
統
的
な
光
を
再
現

日
本
の
美
術
は
、
雨
や
雪
を
防
ぐ
た
め

屋
根
の
ひ
さ
し
を
長
く
し
た
家
屋
の
中
で

発
達
し
ま
し
た
。
薄
暗
い
室
内
で
光
を
放

つ
金
扉
風
、
ろ
う
そ
く
の
明
か
り
の
下
で

輝
く
蒔
絵
箱
な
ど
は
、
ほ
の
か
な
光
の
中

で
こ
そ
、
そ
の
魅
力
を
見
せ
て
く
れ
ま
す
。

水
墨
美
術
館
で
は
、
展
示
室
の
照
明
が

工
夫
さ
れ
、
ろ
う
そ
く
の
温
か
い
光
を
再

現
で
き
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

床
の
間
の
あ
る

「下
保
昭
作
品
室」

で
は
、

傍
ら
の
障
子
か
ら
差
し
込
む
柔
ら
か
な
光

の
中
で
作
品
を
鑑
賞
で
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
し
て
日
本
の
伝
統
の
光
を

オ
ー
プ

ニ
ン
グ
を
飾
る
開
館
記
念
特
別

展
は
「横
山
大
観
展
」
委
期

ι
/m
m
l
シ
初
)
。

水
墨
画
を
中
心
に
彩
色
画
も
含
め
、
初
期

か
ら
晩
年
ま
で
の
作
品
約
五
十
点
を

一
堂

に
展
示
し
ま
す
。

ボ
ス
ト
ン
か

ら
里
帰
り
し
た

「木
立
に

白
鷺
」

(
明
治
二
十
七
年
)
や
、

宮
中
御
座

所
の
調
度
と
し
て
制
作
さ
れ
た
豪
快
な
作

ひ

ぜ

ん

品

「飛
泉
」
(
昭
和
三
年
)

な
ど
、
日
ご
ろ

目
に
す
る
機
会
の
少
な
い
良
重
な
作
品
も

数
多
く
公
開
さ
れ
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

川
-
常
殴
贋
示

川

一

般

j
i
-
-
2
0
0円
(
1
6
0円
)

fT
川
高
較
・大
学
生
j
i
-
-
1
6
0円
(
1
0
0円
)

1
1
 

-
4
川
小
・
中
学
生
j
i
-
-
-
1
0
0円
(
6
0
8

覧

川
・
機
山
大
一
書
展

(g
'喜
む
)

ー

山

一

般

j
i
-
-
-
9
0
0円
(
7
0
O
B

-

-，m高校
・大
学
生
j
i
-
-
・
5
8円
(
5
0
0
8

川
小

・
中
学
生
j
i
-
-
-
4
5
0円
(
q
2
0
8

川

議
〈
)
は
却
名
以
上
の
団
体
制
金

ボランティアが水量鍵術舗を支えます

再
現
し
、

日

本
の
美
を
鑑

賞
す
る
の
に

ふ
さ
わ
し
い

環
境
を
作
り

出
し
て
い
る

の
で
す
。

。
-
E
E
d
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子陣

日
本
情
緒
を

満
喫
で
き
る

水
墨

術
館
は
、
寄
せ
棟
造
り
平
屋
の

和
風
建
築
。
各
展
示
室
は
長
さ

一
0
0メ

ー
ト
ル
の
主
廊
下
で
結
ぼ
れ
て
い
ま
す
。

主
廊
下
の
ガ
ラ
ス
越
し
に
は
、
雄
大
な

立
山
連
峰
を

一
望
で
き
る
中
庭
が
ひ
ろ
が

り
、
そ
の

一
角
に
は
名
工
の
子
に
よ
る
本

格
的
数
寄
屋
建
築
の
茶
室
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
水
墨
美
術
館
は
富
山
市
の
公
園

h
O

く
さ
ん
す
い
え
ん

「五
福
山
水
苑
」
の
中
に
あ
り
ま
す
。

静
か
な
雰
囲
気
の
中
で
、
日
本
の
美
と

日
本
情
緒
を
た

っ
ぷ
り
と
満
喫
で
き
る
わ

け
で
す
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は

「横
山
大
観
展」

水
墨
美
術
館
は
、

「近
代
水
墨
画
の
系
譜」

を
テ

l
マ
と
し
て
、
竹
内
栖
鳳
、
横
山
大

観
な
ど
近
代
の
代
表
的
作
家
の
優
れ
た
水

墨
画
を
常
設
展
示
し
ま
す
。

ま
た
、

染
織
や
陶
芸
な
ど
日
本
の
美
を

広
く
紹
介
す
る
企
画
展
も
随
時
開
催
し
ま

す
。

FAXft富 干富問
。。山 9山合
7 7 市 3県せ
6 6五0水 ・
4 4福 o墨こ
，.-.，，.-.，'"i 7 Q美 意
3131 ~ 7 R術 見
77577館は
み番 ま
7721也 で
2 1 _s 
o 9 

開館時間/9:30~ 17:00 (入室は16:30まで)
休館 日/月曜日 (祝日を除く)・祝日の翌日・年末年始

• 宮山嘗察署

至
魚
津国

il 
41 

至嵐山 呈
市内電車大学前行「新富山J下車、徒歩5分 問、

ハ ス 「新富山Jまたは 「富山北口」下車、徒歩5分

• 県庁市
内
電
車

至国道8号銀

富山工業
高綬. 

• 富山大掌

至高岡

至
高
岡_1県広報と聞をお鶴みの問典

4月29日から5月30固まで開催の 「横山大観展」
にご来場の際、このページ左下の引換券を持参
された方 (先着2000名)に、「水墨美術館オリ ジ
ナルしおりJをプレゼン卜 します。

水墨美術館では、「みん

なの美術館Jをめざして
ボランティア活動を導

入しています。現在、

約50名の方が登録。作
品の解説や資料整理、

PR活動、庭園の整備な
どの場で活躍すること

になっています。



盟国極
極圏魁

，『'
E
L
 

ド

や

弘

、

ま

ん
刷
タ
イ
、
、
、

φ

A同

f
dで

-
t
r
a
1
4『
司

、

A
、

の

、

ざ

の

し

を

う

八

わ

A
Z

考
く

i
F
1

噌
a

，

，

、

.

』

帥

n

，

ι

p

f

'
円
，

r
・・

.
4

昨
年
九
月
の
県
広
報
と
や
ま
各
世
帝
配
布
版
に
「
知
事
へ
の
手
紙
」
を
娼
蔵
し
た
と
こ
ろ
、

約
一
八

O
件
も
の
ご
提
言
や
ご
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

今
月
号
で
は
、
そ
の
申
の
い
く
つ
か
を
挙
げ
て
、

そ
れ
に
対
す
る
県
の
考
え
方
や
取
り
組
み
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

V
お
小
遣
い
を
大
切
に
使
っ
て
い
る
の

で
す
ね
。
感
山
し
ま
し
た
。
あ
な
た
が

麦
払
っ
た
消
費
税
は
何
に
使
わ
れ
て
い

る
か
知
っ
て
い
ま
す
か
?
学
校
を
建

て
た
り
、
公
園
を
作
っ
た
り
、
ま
た
、

お
年
寄
り
が
住
み
や
す
い
町
づ
く
り
の

た
め
に
も
使
わ
れ
て
い
ま
す

V
で
す
か

ら
、
あ
な
た
の
払
っ
た
消
費
税
は
あ
な

た
の
住
ん
で
い
る
町
の
た
め
に
と
て
も

役
立
っ
て
い
る
の
で
す
。
貰
い
物
を
す

る
と
き
は
、
そ
の
こ
と
を
思
い
出
し
て

み
て
く
だ
さ
い
ね
。

副
税
務
課

后
舗
等
の

バ
リ
ア
フ
リ
l
化
に

つ
い
て

理

・
美
容
院
や
レ
ス
ト
ラ
ン
、
パ
チ
ン

コ
后
等
を
利
用
し
た
い
が
、
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
さ
れ
て
い
な
い
施
設
が
ま
だ
ま

だ
あ
る
。
具
体
策
を
講
じ
て
ほ
し
い
。

(高
岡
市
男
性
特
歳
)

V
県
で
は
「
福

植
の
ま
ち
づ
く
り

事
業
」
を
実
施
し

て
お
り
、
平
成
十

一
年
度
申
に
約
百

数
十
ケ
所
の
県
施
設
を
緊
急
に
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
町
村
の
施
設
や
道
路
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
を
麦
擁
す
る

「福
祉
の
ま

ち
づ
く
り
宣
援
事
業
」
や
、
高
齢
者
や

障
害
者
の

「住
宅
改
善
麦
援
事
業
」
な

ど
を
瓶
充

・
強
化
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

民
間
施
設
に
つ
い
て
は
、
低
利
の
融
資

制
度
や
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
を
創
設
し

た
と
ご
ろ
で
あ
り
、
今
後
利
用
促
進
の

た
め
の
P
R
に
努
め
て
い
き
ま
す

V
高

齢
者
や
障
害
者
の
方
々
が
楽
し
く
買
い

物
な
ど
の
活
動
を
す
る
た
め
に
は
、
ま

め
ん
て
曹

と
ま
っ
た
地
戚
が

「面
的
」
に
バ
リ
ア

フ
リ
l
化
さ
れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

県
で
は
、
市
町
村
や
民
間
事
業
者
と
協

力
し
て
、

「
面
的
」
な
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
が
図
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

-
社
会
福
祉
課

県
外
か
ら
の
2
0
0
0
年

国
体
番
加
者
を
温
か
く
迎

え
る
指
導
を
し
て
ほ
し
い
。

ま
た
、
せ
っ
か
く
盛
り
上

が
っ
て
も
国
体
が
終
わ
っ

た
ら
す
ぐ
に
さ
め
て
し
ま

う
こ
と
が
な
い
よ
う
に
し

て
ほ
し
い
。

(氷
見
市
女
性
特
歳
)

V
県
で
は
、
2
0
0
0
年
国
体
を
県
民

総
参
加
に
よ
り
成
功
さ
せ
る
た
め
、
選

手
や
役
員
を
温
か
く
迎
え
る
花
い
っ
ぱ

い
運
動
、
美
化
運
動
な
ど
を
内
容
と
す

る

「2
0
0
0年
国
体
富
山
県
民
運
動
」

を
推
進
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
国
体
に

向
け
て
交
通
安
全
運
動
や
交
通
マ
ナ
ー

ア
ッ
プ
運
動
も
展
開
し
て
い
ま
す

V
国

体
は
関
係
者
だ
け
の
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
県
民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の

積
極
的
な
参
加
に
よ
っ
て
、
よ
り
一
層
、

感
動
あ
ふ
れ
、
魅
力
あ
る
大
会
に
な
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
国
体
終

3
後
も
、

県
民
運
動
の
輸
が
広
が
り
、
地
域
の
活

性
化
や
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
に
つ
な

が
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

-
2
0
0
0
年
国
体
局
総
務
課

ダ
イ
方
キ
シ
ン
に
関
す
る

情
報
提
供
に
つ
い
て

最
近
よ
く
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
の
危
険
性
が

報
道
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
県
で
大
気
湾

染
や
檀
吻
活
染
な
ど
の
調
査
を
し
て
情

報
を
広
く
収
集
し
、
県
民
に
知
ら
せ
る

べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

(富
山
市
女
性
初
織
)

V
廃
棄
物
の
焼
却

に
伴
っ
て
発
笠
す

る
ダ
イ
オ
キ
シ
ン

は
大
き
な
社
会
問

題
と
し
て
県
民
の

皆
さ
ん
の
関
山
も
高
く
、
そ
の
削
減
は

緊
急
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す

V
県
で

は
廃
棄
物
処
理
活
に
墨
づ
き
、
市
町
村

と
も
連
携
し
て
産
業
廃
棄
物
を
排
出
す

る
事
業
者
や
処
理
業
者
を
指
導
し
て
い

ま
す
。
ま
た
一
般
廃
棄
物

(ご
み
)
に

つ
い
て
も
、
小
型
焼
却
炉
や
野
焼
き
に

よ
り
処
分
す
る
と
き
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
類
を
焼
却
せ
ず
、
燃
え
や
す
い
ご
み

だ
け
を
焼
却
す
る
よ
う
、
市
町
村
を
通

じ
て
県
民
や
事
業
者
に
呼
び
か
け
て
い

ま
す

V
ま
た
県
で
は
、
大
気
中
の
ダ
イ

オ
キ
シ
ン
濃
度
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査

を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
結
果
の

公
表
な
ど
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
に
関
す
る

情
報
の
収
集
・
提
供
に
努
め
て
い
く
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

圃
環
境
政
策
課

北
陸
新
幹
線
の

建
磁
に
つ
い
て

北
陸
新
幹
線
建
設
の
効

果
は
何
か
。
県
の
財
政
も

厳
し
い
の
だ
し
、
建
設

を
中
止
し
た
ら
ど
う
か
。

(富
山
市
男
性
閃
歳
)

V
新
幹
線
は
、
他
の
交
通
機
関
と
比
べ

て
地
球
温
暖
化
の
原
因
と
な
る
二
酸
化

炭
素
の
排
出
量
が
少
な
い
な
ど
環
境
に

優
し
く
、
安
全
性
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率

の
面
で
も
慣
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
大

都
市
圏
と
の
所
要
時
間
短
縮
に
よ
る
利

便
性
の
向
上
、
県
外
か
ら
の
観
光
客
の

増
加
に
よ
る
第
三
次
産
業
の
発
展
な
ど

様
々
な
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。
さ
ら

に
、
新
幹
線
が
北
陸
地
域
ま
で
延
伸
さ

れ
た
場
合
の
収
支
採
算
性
が
極
め
て
良

い
こ
と
や
、
経
済
波
及
効
果
が
大
き
い

こ
と
か
ら
し
て
も
、
そ
の
建
設
は
決
し

て
過
重
な
負
担
と
な
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん

V
財
政
環
境
が
厳
し
い
中
、
事

務
事
業
は
随
時
見
直
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
富
山
県
の
発
展
に

必
要
な
公
共
投
資
は
、
着
実
に
続
け
て

い
く
ご
と
が
重
要
で
す
。

-
新
幹
線
交
通
政
策
課

道
路
の
照
明
灯
に
つ
い
て

港
の
近
く
に
住
ん
で
い

ま
す
が
、
近
く
に
広
い

道
路
が
で
き
て
喜
ん
で

い
ま
す
。
で
も
受
差
点

に
照
明
灯
が
な
く
、
夜

に
な
る
と
大
変
物
騒
で

す
。
照
明
灯
を
つ
け
て

く
だ
さ
い
。

(富
山
市
女
性
似
揖
)

V
ご
指
摘
の
道
路
に
は
、
通
行
時
の
安

全
を
考
え
、
交
差
点
二
ケ
所
、
力
ー
ブ

一
ケ
所
の
計
三
ケ
所
に
道
路
照
明
灯
を

設
置
し
て
い
ま
し
た
が
、
現
地
を
確
認

し
た
と
こ
ろ
、
別
の
交
差
点
に
は
道
路

照
明
灯
が
設
置
さ
れ
て
お
ら
ず
、
盗
難

防
止
を
呼
び
か
け
る
看
板
も
見
え
な
い

状
況
と
な
っ
て
い
ま
し
た

V
と
の
た
め

早
速
、
こ
の
交
差
点
に
道
路
照
明
灯
を

一
ケ
所
設
置
し
ま
し
た
。

-
港
澄
課

県
で
は
、
県
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
積
極
的
な
ご

提
言
や
ご
意
見
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
次
の

方
法
で
、
い
ろ
い
ろ
な
声
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
0

.
知
事
へ
の
は
が
き

県
庁
窓
口
や
県
刊
行
物
セ
ン
タ
ー

(
県
民
会
館

一
階
)、

市
町
村
役
場
窓
口
に
備
え
付
け
て
あ

リ
ま
す
。

-
県
民
相
談
電
話
・

F
A
X
な
ど

T
E
L
0
7
6
4
'引
83
1
3
1

F
A
X
0
7
6
4
tMヤ
3
3
0
0

電
子
メ
ー
ル
干
〈
0
7
0
@
℃
「
の
ご

ov詰
ヨ

ω
・吉

問
合
せ
・

ご
意
見
は
、
県
庁
広
報
課
ま
で

8
0
7
6
4
'糾
t3
1
3
3

@ 

教
一
の
採
用
・
研
修

に
つ
い
て

教
員
は
採
用
後
、
民
閉

会
社
等
で
社
会
経
験
を

積
ん
だ
上
で
教
育
現
場

に
出
る
の
が
軍
曹
で
は

な
い
か

(氷
見
市
男
性

mw
揖
)

V
県
で
は
、
新
採
教
員
に
対
し
て
は
特

掠
教
育
諸
掌
較
で
の
体
験
研
修
を
、
採

用
さ
れ
て
六
年
目
の
教
員
に
は
福
祉
介

朗
体
験
研
修
を
、
ま
た
十
三
年
目
の
申

堅
教
員
に
対
し
て
は
異
業
種
体
験
研
修

を
実
施
す
る
な
ど
、
教
員
の
資
質
向
上

に
努
め
て
い
ま
す

V
特
に
中
堅
教
員
研

修
の
内
容
と
し
て
は
、
農
協
・
漁
協
・

農
家
等
で
作
業
を
体
験
し
た
り
、
花
壇

整
理
な
ど
を
行
っ
た
り
す
る
コ
ー
ス
や
、

県
内
企
業
等
に
体
験
入
社
す
る
コ
ー
ス

が
あ
り
、
全
国
の
教
員
研
修
の
モ
デ
ル

に
も
な
っ
て
い
ま
す

V
ま
た
、
富
山
県

は
教
員
採
用
に
年
齢
制
限
を
設
け
ず
に
、

い
ろ
い
ろ
な
社
会
経
験
を
持
っ
て
い
る

方
々
に
も
広
く
門
戸
を
聞
い
て
い
ま
す
。

-
教
育
委
員
会
教
職
員
課

パ
ス
教
室
」

者
募

県
政
の
動
き
や
富

山
の
良
さ
を
、
体

験
す
る
「
県
政
パ

ス
教
室
」
が
、

5
月

上
旬
か
ら
始
ま
り
ま

す。参加
は
、
お
ひ
と
り
で
も
、
グ
ル
ー
プ
・

団
体
で
も

O
k
-
-

親
子
で
参
加
で

き
る
コ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
詳
し
い

こ
と
は
、
県
庁
窓
口
、
各
地
方
県
民

相
談
室
、
市
町
村
役
場
で
配
布
し
て

い
る

「運
行
案
内
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

・
県
庁
広
報
課

8
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7
6
4
1引
'
3
1
3
1

-
一
回
向
岡
地
方
県
民
相
談
室
(
高
思
合

Z
8

8
0
7
6
6
1お
18
4
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0

掴
魚
津
地
方
県
民
相
談
室
(魚

2
2
8

g
0
7
6
5
3辺。
9
1
0
0

-
砺
波
地
方
県
民
相
談
室
(砺波総合

Z
8

8
0
7
6
3
0日
記

'
8
1
0
0

「
運
行
案
内
」
を
郵
送
希
望
の
場
合
は
、

ω円
分
の
切
手
を
同
封
の
う
-
え
、

封
書
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

¥

市

/
〒

9
3
0
8
5
0
1
(住
所
記
載
不
要
)

/
ぁ
¥
富
山
県
庁
広
報
課

封
筒
の
表
に
は

「県
政
パ
ス
運
行

案
内
希
望
」
と
朱
書
き
し
、
裏
に

は
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
を
記

載
し
て
く
だ
さ
い
。

。



ウ
オ
l
キ
ン
グ
の
ポ
イ
ン
ト

。はは
リ
A 

た
め
ウ
オ

l
キ
ン
グ
を
し
た
い
と
思
う
の
で
す
が
、

う
に
行
え
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

(
切
代
女
性
、主
婦
)

-
気
軽
な
運
動
と
し
て
愛
好
者
が
多
い
ウ
オ

l
キ
ン

グ
。
ポ
イ
ン
ト
を
つ
か
ん
で
実
践
し
、
健
康
に
役
立
て
た

い
も
の
で
す
。

-
第
一
の
ポ
イ
ン
ト
は

「
少
し
速
め
に
歩
く
こ
と
」

。
や
や
汗
ば

む
程
度
の
速
度
で
歩
き
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
運
動
中
の
心
拍

数
が
表
の
よ
う
に
な
る
の
が
効
果
的
で
す
か
ら
、
最
初
の
う
ち
は

ウ
オ
l
キ
ン
グ
の
途
中
で
時
々
脈
拍
を
測
っ
て
速
度
を
調
節
し
、

そ
れ
を
体
で
覚
え
る
よ
う
に
す
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

-
第
二
の
ポ
イ
ン
ト
は

「
継
続
す
る
こ
と
」

。
体
の
指
肪
を
効
率

よ
く
燃
焼
さ
せ
る
た
め
に
も
、
一
回
当
た
り
最
低
二
十
分
、
で
き

れ
ば
四
十

i
六
十
分
継
続
し
た
い
も
の
で
す
。
ま
た
、
毎
日
行
う

の
が
理
想
的
で
す
が
、
体
調
が
す
ぐ
れ
な
い
と
き
は
無
理
を
せ

ず
、
週
三
回
以
上
を
目
標
に
し
ま
し
ょ
う
。

田
県
民
の
健
康
づ
く
り
の
拠
点
と
し
て
今
年
七
月
に
オ
ー
プ
ン

す
る
国
際
健
康
プ
ラ
ザ
で
は
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
の
ほ
か
水
中
歩
行

や
ダ
ン
ベ
ル
体
操
な
ど
多
彩
な
運
動

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
、
一
人
ひ
と

り
の
健
康
状
態
に
応
じ
て
指
導
し

ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
関
連
施
設
も

紹
介
し
て
、
健
康
づ
く
り
が
生
活
の

中
で
習
慣
化
さ
れ
る
よ
う
皆
さ
ん
を

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

県の施設の催しガイド
問
合
せ
・ご
意
見
は
、

心拍数齢年

20歳代・・・・・・125拍/分

30歳代…・ 120拍/分

40歳代……115拍/分

50歳代・・・・・・110拍/分

60歳代 .....110拍/分

国
際
健
康
プ
ラ
ザ
建
設
室
ま
で

8
0
7
6
4
1判
・

9
6
5
7

せb 知

東アジア友好美術展 5/9(日)まで
中国連寧省-ロシア沿海地方・韓国江原道・富山県

一般 750円 高・大 500円 小・中300円

毛利武士郎展 5パ5(土)-6/27(日)
現代田本彫刻の展開に重要な足跡を築いた毛利
武士郎の回顧展です。

一般 700円 高・大 500円

おの画展等"'" lL 

9:30-17:00 

⑫月曜・祝日の翌日 (4/27~5/5は無休)

一般 200円 高・大160円 小・中100円

開館時間・休館日 -入館料名

近代美術館
80764(21)7111 
富山市西中野町1-16-12

設施

小-中350円

立山博物館
80764(81) 1216 
立山町芦断寺93-1

文化講演会{立山のこころ日本のこころj
講師 佐伯影一氏(東京大学名鑑教綬)

5/16(日)14:00-15:45 
会場県民小劇場オルビス(富山駅前マリ工7階)
※入場無料

9:30-17:00 

⑮月曜・祝日の翌日 (4/27~5/5は無休)
4/5~4/9はくん燕処理のため臨時休館

一般650円 高・大400円 小・中250円
※展示館・遁望館・まんだら遊苑の三施設セッ
ト券の料金(各飽訟ごとの入場券もあります。) .這望館の映像上映時刻

10:00 11 :00 13:00 15:00 

企画展fあれから30年一常願寺川昭和44年災害j
5/9(日)まで
30年前の大災害を振り返り、その後の防災対策を紹介します。

14:00 

9:30-17:00 

⑬月曜・祝日の翌日 (4/27-5/5は無休)

一般 400円高・大 320円小中 200円

立山カルデラ
砂防博物館
宮0764(81)1160
富山地方鉄道立山駅前

司
。
昌
司
曲

tお

2
0
0
0年
国
体

競
按
別
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
開
催

:
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
l
も
は
じ
ま
る
よ
i

-
現
在
、

2
0
0
0
年
国
体
の
競
技
別
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
が
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
国
体
を
ス
ム
ー
ズ
に
運
営
で
き
る

よ
う
、
団
体
の
競
技
会
場
と
な
る
市
町
村
ご
と
に
実
施
さ
れ

る
も
の
で
、
今
後
、
来
年
六
月
ま
で
に
、
日
本
選
手
権
や
北
信

越
大
会
な
ど
全
部
で
五
十
六
の
大
会
を
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
と

し
て
開
催
。
本
番
さ
な
が
ら
の
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
ゲ
ー
ム
が
各
会
場

で
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

日
ま
た
、
こ
れ
ら
の
大
会
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
花
い
っ
ぱ
い

運
動
、
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
フ
運
動
、
観
戦
・応
援
な
ど
、
県
民
参
加

と
い
う
観
点
か
ら
も
大
切
な
リ
ハ
ー
サ
ル
の
機
会
で
す
。
日
程

や
会
場
な
ど
に
つ
い
て
は
、
駅
、
公
共
施
設
、
体
育
施
設
な
ど
に

掲
出
さ
れ
て
い
る
ポ
ス
タ
ー
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
市
町
村
の

国
体
担
当
課
、

2
0
0
0
年
国
体
富
山
県
実
行
委
員
会
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
県
実
行
委
員
会
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
も
詳
細
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

-
こ
こ
で
、
も
う
一
つ
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
が
あ
り
ま
す
。
各
リ

ハ
ー
サ
ル
大
会
の
会
場
に
備
え
付
け
て
あ
る
時
丸
の
ス
タ
ン
プ

(
競
技
種
目
ご
と
に
姿
が
異
な
り
ま
す
)
を
集
め
る
と
、
抽
選

で
豪
華
商
品
や
国
体
グ
ッ
ズ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
詳
し
い

応
募
方
法
は
、
各
会
場
に

あ
る
応
募
用
紙
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

置
さ
あ
、

2
0
0
0
年
国
体

の
開
催
ま
で
あ
と
三
二
五

日
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ
・ご
意
見
は
、

2
0
0
0
年
国
体
富
山
県
実
行
委
員
会
事
務
局
ま
で

宮

0
7
6
4
'
川ヤ
9
6
6
6

2Hgミ〈
〈〈〈〈〈
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CE-
¥

※企画展のみ観賞の場合は無料

こどもサイエンスミユージアム 4/4(日)まで
空気や水の「実践工房jや、恐竜をテーマにした展示-制作コーナーがあります。

こども造形カーニバル 4/24(土)-5/30(日)
紙や粘土を使って楽しい作品が作れます。

からくり時計展・紙のからくりおもちゃ展
4/24(土)-6/10(木)

9:30-17:00 

⑬ 火曜・第4水曜・祝日の翌日

(5パ-5/5は無休)

入館無料

こどもみらい館
80766 (56) 9000 
小杉町黒河(太閤山ランド内)

夜桜観賞 4/10(土)・11(日)18:00-21:00 
一般200円小-中100円

植物画講習会
4/17(土)-18(日)10:00-16:00 (要予約)

企画展示「野生ラン展J5/7(金)-9(日)
※5/9(日)13:00-16:00には講演会f世界のランJ
も開催(入場無料)

9:00-17:00 

⑮木曜(4/29は開園)・祝日の翌日

(5ハ-5/5は無休)
一般 600円 小・中 300円

中央植物園
宮0764(6e) 1187 
婦中町上轡田 42

「植物のスケッチを楽しもうJ4/29(祝)-5/5(祝)
「みどりの日Jにちなみ、身近な個物の写生を通じて自然に親しむ催しです。

「五箇山の自然観察会J4/24(土)-25(日)一泊二日
深山の春の縞物の綴子、イヌワシや野鳥の観察などを行います。

定員30名(申込順)

9:00-16:00 

⑬火曜・祝日の翌日 (5ハ ~5/5は無休)

入園無料

自然個物園ねいの皇

宮0764(69) 5252 
婦中町吉住 1-1 

標盤
いきいき小杉太閤山フェスティパル
5/3(祝)-5/5(祝)10:00-17:00 

太閤山ランド ウオークラリー大会

5/23(日) 10:00-14:00(要予約)

展示館には、上平村のイヌワシの巣の様子を
観療できる大型モニターが設置されています。

9:00-17:00 

⑮火曜・祝日の翌日 (4/28-5/5は無休)

入園無料

県民公園太閤山ランド
宮0766(56)6116
小杉町黒河4774-6

常願寺川公園 春まつり
4/17(土)13:00-16:00 4/18(日)1 0:00-16:00 
馬車で公園めぐり、ミ二SL試乗会、バルーンハウスなど

9:00-17:00 

⑬火曜・祝日の翌日 (4/28~5/5は無休)

入園無料

県民公園常願寺川公園
包0764(63)2034
立山町利回 通常版の主な配布箇所

県庁正面窓口、市町村役場の窓口、公立図書館、県刊行物センタ一 (県

民会館1陪)、 県税事務所、県消費生活センター (サンフォルテ1陪)、

高岡文化ホール、新川文化ホール、高岡テクノドーム、富山テクノホ

ール、富山市民プラザ、宮山市の各地区センタ一、いきいきKAN(富山
駅前CiC5階)、 高岡駅観光案内所、小杉駅 (商口)・砺液駅 ・滑川|駅、

富山空港、東京事務所、大阪事務所、名古屋事務所

郵送による定期購読も受け付けています。

郵便番号 ・住所 ・氏名 ・電話番号 ・購読回数を明記し、郵送料として

1回当たり160円分の切手を同封のうえお申し込みください。

[購読回数の記入例]11年6月号から7回 (各世帯配布版は送付不要)

あて先 〒930・8501(住所不要)
富山県庁広報課 「県広報とやまj定期購読係

平成11年度の「県広報とやまJ発行予定は、次のとおりです0

.各世帯配布版 (ページ数12頁)

発行回数/年3回 (県政の動きにあわせて発行)

配布方法/新聞折り込みにより各家庭にお届けします0

・通常版 (ページ数16頁)

発行回数/年7回 (各世帯配布版を発行しない月の初日に発行)

配布方法/次の場所で無料配布します。

※各世帯配布版 ・通常版のいずれも発行しない休刊月が2回あるため、発行

回数の合計は年10固です。

そう1:んてんばん

海王丸総帆展帆 4/25(日)・5/5(祝).5/30(日)
4/29(祝)・5/3(祝)・5/4(休)には縦の三角帆4枚のみ展帆する被前ミニ謀説を開催

ちびっ子天国in海王丸パーク
4/29 (祝) ~5/5 (祝日 0:00-16:00
ふあふあガチャピン、バッテリー力一、
SLコーナー、フリーマーケットなど

みどりと海のコンサー卜
5/16(日)
13:00-14:00 15:00~16:00 
字奈月町在住のシンセサイザー奏者、

滝沢卓氏によるコンサート

入園自由

帆船海王丸は

9:30"'"'17:00 

⑮月曜・祝日の翌日 (4/27~5/5は無休)

一般 400円 小・中 200円

海王丸パーク
包0766(82)5881
新湊市海王町 8

。5月はf県広報とやまjの休刊月です。次回はf通常版jとして6月1日発行の予定です。富山県水墨美術館4月29日オーフン →5ページをご覧ください。

@ 
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春
の
宝
に

響
く
愛
の
歌

立
山
の
雷
鳥
(、
立
山
町
)

四
月
、
室
堂
平
で
も
雪
解
け
が
は
じ
ま
り
、
ハ

イ
マ
ツ
が
所
々
で
顔
を
出
し
は
じ
め
る
と
、
雷

し
ょ
・つ
み
よ
・ヲ
け
い
こ
く

鳥
の
雄
た
ち
が
越
冬
地
の
称
名
渓
山
〈
ロ
な
ど
か
ら

戻
っ
て
来
る
。

こ
の
時
期
、
雄
た
ち
に
と
っ
て
最
大
の
関
心
事

は
縄
張
り
の
確
保
だ
。
縄
張
り
を
持
て
な
い
と
、

雌
に
求
愛
で
き
な
い
「
あ
ぶ
れ
雄
」
に
な
っ
て

し
ま
う
。
こ
の
た
め
彼
ら
は
激
し
い
縄
張
り
争

い
を
展
開
し
、
や
が
て
一
応
の
縄
張
り
を
確
保

し
た
雄
は
、
岩
や
ハ
イ
マ
ツ
の
上
で
「
グ
工
|
、

グ
工
|
」
と
い
う
、
し
ゃ
が
れ
た
カ
エ
ル
の
よ

う
な
声
で
鳴
き
、
自
ら
の
縄
張
り
を
高
ら
か
に

宣
言
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
縄
張
り
を
守
り
な

が
ら
、
約
一
ヶ
月
遅
れ
で
戻
っ
て
来
る
雌
を
待

ち
続
け
る
の
で
あ
る
。

雌
が
現
れ
る
と
、
雄
は
さ
っ
そ
く
求
愛
開
始
。

目
の
上
の
赤
い
肉
冠
(
ト
サ
カ
)
を
膨
ら
ま
せ

会
"
ぱ
uw
h岬

て
頭
を
下
げ
、
逆
に
尾
羽
を
扇
状
に
広
げ
な
が

ら
高
く
押
し
上
げ
る
。
そ
し
て
「
グ
ル
グ
ル
|
」

と
喉
を
鳴
ら
す
よ
う
な
声
を
出
し
な
が
ら
雌
の

周
り
を
小
走
り
に
回
る
。

雷
鳥
は
「
ラ
ゴ
プ
ス

・
ム
ト
ゥ
ス
(
“
ウ
サ
ギ

の
よ
う
な
足
を
し
た
物
言
わ
ぬ
鳥
"
の
意
)
」
と

い
う
学
名
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
と
て
も
寡

黙
な
鳥
だ
が
、
求
愛
の
時
の
雄
は
と
て
も
雄
弁
。

雌
の
気
を
引
こ
う
と
さ
か
ん
に
声
を
出
し
、
や

さ
し
く
さ
さ
や
き
か
け
る
。
そ
れ
は
立
山
に
春

を
告
げ
る
愛
の
歌
の
よ
う
に
も
聞
こ
え
る
。

氷
河
時
代
の
生
き
残
り
と
い
わ
れ
る
雷
鳥
。
時

代
が
移
り
変
わ
っ
て
も
、
い
つ
ま
で
も
愛
の
歌

を
奏
で
続
け
る
こ
と
を
祈
ら
ず
に
は
い
ら
れ
な

、。
'
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